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９

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
締
約
国
に
対
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
る
活
動
で
あ
っ
て
、
自
国
の
管
轄
若
し

く
は
管
理
の
下
に
あ
る
者
に
よ
る
も
の
又
は
自
国
の
管

轄
若
し
く
は
管
理
の
下
に
あ
る
領
域
に
お
け
る
も
の
を

防
止
し
、
及
び
抑
止
す
る
た
め
、
立
法
上
、
行
政
上
そ

の
他
の
こ
の
条
約
を
実
施
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
適
当

な
措
置
を
と
る
。（
第
九
条
関
係
）

10

こ
の
条
約
の
解
釈
等
に
関
し
て
紛
争
が
生
ず
る
場
合

に
は
、
関
係
締
約
国
は
、
交
渉
又
は
国
際
司
法
裁
判
所

へ
の
付
託
そ
の
他
の
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
紛
争
を
速

や
か
に
解
決
す
る
た
め
、協
議
す
る
。（
第
一
〇
条
関
係
）

11

締
約
国
会
議
は
、
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
後
第

一
回
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
毎
年
開
催

さ
れ
、
こ
の
条
約
の
適
用
又
は
実
施
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。
検
討
会
議
は
、
こ
の
条
約
が
効

力
を
生
じ
た
後
五
年
後
等
に
開
催
さ
れ
、
こ
の
条
約
の

運
用
及
び
締
結
状
況
並
び
に
締
約
国
会
議
を
更
に
開
催

す
る
必
要
性
の
検
討
等
を
行
う
。（
第
一
一
条
及
び
第
一

二
条
関
係
）

12

締
約
国
会
議
等
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
締
約
国
及
び

こ
れ
ら
の
会
議
に
参
加
す
る
非
締
約
国
が
負
担
す
る
。

（
第
一
四
条
関
係
）

13

こ
の
条
約
は
、
三
〇
番
目
の
批
准
書
等
が
寄
託
さ
れ

た
月
の
後
六
番
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。（
第

一
七
条
関
係
）

14

こ
の
条
約
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
留
保
を
付
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。（
第
一
九
条
関
係
）

裁
判
所

公
示
催
告
、
除
権
決
定
、
破
産
、
免
責
、

再
生
関
係

K
R

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
特

定
計
量
器
型
式
承
認
、
税
理
士
登
録
者
、

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債

務
返
済
機
構
、
入
札
関
係

N
P

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
、
無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

O
J

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

O
N

◇
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
に
関
す
る
条
約
（
条
約
第
五
号
）（
外
務

省
）

こ
の
条
約
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
の
使
用
、
生
産
、保
有
、

移
譲
等
の
禁
止
及
び
そ
の
廃
棄
等
を
義
務
付
け
る
と
と
も

に
、
国
際
的
な
協
力
の
枠
組
み
の
構
築
等
に
つ
い
て
規
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

締
約
国
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
\
ク
ラ
ス
タ
ー

弾
を
使
用
し
な
い
こ
と
、
]
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
を
開
発
し
、

生
産
し
、
生
産
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
取
得
し
、
貯
蔵

し
若
し
く
は
保
有
し
、
又
は
い
ず
れ
か
の
者
に
対
し
て

直
接
若
し
く
は
間
接
に
移
譲
し
な
い
こ
と
、
^
こ
の
条

約
に
よ
っ
て
締
約
国
に
対
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
活
動

を
行
う
こ
と
に
つ
き
、
い
ず
れ
か
の
者
に
対
し
て
、
援

助
し
、
奨
励
し
、又
は
勧
誘
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。

（
第
一
条
関
係
）

２

「
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
量
が
二

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
爆
発
性
の
子
弾
を
散
布
し
、
又

は
投
下
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
通
常
の
弾
薬
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
爆
発
性
の
子
弾
を
内
蔵
す
る
も
の
を
い

う
。
た
だ
し
、
\
内
蔵
さ
れ
て
い
る
子
弾
の
数
が
一
〇

未
満
で
あ
る
こ
と
、
]
各
子
弾
の
重
量
が
四
キ
ロ
グ
ラ

ム
を
超
え
て
い
る
こ
と
、
^
各
子
弾
が
単
一
の
攻
撃
目

標
を
探
知
し
、
及
び
攻
撃
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
_
各
子
弾
が
電
子
式
の
自
己
破
壊
装
置
及
び

自
己
不
活
性
化
機
能
を
備
え
て
い
る
こ
と
と
の
す
べ
て

の
特
性
を
有
す
る
も
の
等
は
除
く
。（
第
二
条
関
係
）

３

締
約
国
は
、
自
国
の
管
轄
及
び
管
理
の
下
に
あ
る
す

べ
て
の
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
に
つ
き
、
こ
の
条
約
が
自
国
に

つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
遅
く
と
も
八
年
以
内
に
廃
棄

す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。（
第
三
条
関
係
）

４

締
約
国
は
、
自
国
の
管
轄
又
は
管
理
の
下
に
あ
る
地

域
に
存
在
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
残
存
物
に
つ
き
、
こ
の

条
約
が
自
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
遅
く
と
も
一

〇
年
以
内
に
除
去
し
、
及
び
廃
棄
す
る
こ
と
を
約
束
す

る
。（
第
四
条
関
係
）

５

締
約
国
は
、
自
国
の
管
轄
又
は
管
理
の
下
に
あ
る
地

域
に
所
在
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
に
よ
る
被
害
者
に
対

し
、
年
齢
及
び
性
別
に
配
慮
し
た
援
助
を
適
切
に
提
供

す
る
。（
第
五
条
関
係
）

６

援
助
を
提
供
す
る
こ
と
の
で
き
る
締
約
国
は
、
ク
ラ

ス
タ
ー
弾
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
締
約
国
に
対
し
、

こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
が
履
行
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
技
術
的
、物
的
及
び
財
政
的
援
助
を
提
供
す
る
。

（
第
六
条
関
係
）

７

締
約
国
は
、条
約
上
の
義
務
の
履
行
の
状
況
に
つ
き
、

国
連
事
務
総
長
に
対
し
、
こ
の
条
約
が
自
国
に
つ
い
て

効
力
を
生
じ
た
後
遅
く
と
も
一
八
〇
日
以
内
に
報
告

し
、
そ
の
後
も
、
毎
年
更
新
の
上
報
告
す
る
。（
第
七
条

関
係
）

８

締
約
国
は
、
他
の
締
約
国
に
よ
る
こ
の
条
約
の
遵
守

に
関
連
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
当
該
他
の
締
約

国
に
対
し
、
国
連
事
務
総
長
を
通
じ
て
説
明
を
行
う
よ

う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
、
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
等
に
は
、
締
約
国
会
議
に
当
該
問
題
を
付
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
。（
第
八
条
関
係
）

〔
条

約
〕

〇
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
に
関
す
る
条
約
（
五
）

K

〔
告

示
〕

〇
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
に
関
す
る
条
約
の
効
力
発

生
に
関
す
る
件
（
外
務
三
二
九
）

J
Q

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

日
本
貸
金
業
協
会
の
業
務
規
程
の
変
更
の
認

可
に
関
す
る
公
示
に
つ
い
て
（
金
融
庁
）

J
Q

国
家
試
験

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
施
行

（
厚
生
労
働
省
）

K
M

介
護
福
祉
士
試
験
委
員
の
公
告
（
同
）

K
P

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁押

収
物
還
付
関
係

K
P

˜
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